
令和７年度 第１回健康爛漫計画作業部会の報告
 学童期～青壮年期までの年代層の健康づくりを推進するために
工夫された取組 （ライフコースアプローチの観点を踏まえた）

 〇ライフコースアプローチとは…人の生涯を胎児期から高齢期に至るまで連続的に捉え、健康づくりに取り組む事
※幼少期からの生活習慣や健康状態は、成長してからの健康状態にも大きく影響を与えるため、子どもの健康、また妊婦の健康増進を図ることが重要

※高齢期に至るまで健康を保持するには高齢者の健康を支えるだけでなく、若い世代からの取組が重要

 〇静岡市健康爛漫計画（第３次）の重点的な取組事項は…

③関係機関との連

携と協働

・子ども若者世代への働きかけには教育機関、働き盛り世代には保険者や企業等、様々な関係機関との

連携・協働する。特に働き盛り世代への健康づくりの取組を推進し、健康寿命の延伸にもつなげる。

重点的な取組事項 内容

①生活習慣病予

防・重症化予防

・大学や企業との連携により、市民の健康状態に関する分析を実施し、施策と取組に反映していく。

・ライフコースアプローチの考え方を踏まえ、若い世代から健康づくりの取組ができるような支援を実

施し、将来の生活習慣病の発症を予防する。

②誰もが健康にな

れる環境づくり

・ICTを活用した情報発信などを通して、健康に関心の薄い人を含め、より多くの人に情報が届くような

アプローチを実施。

・飲食店関係者への健康的なメニューの提供を実施する等、誰もが健康になれる環境づくりを推進。
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～ご検討いただきたい内容～

①大学・企業と行政の協働・連携、関係機関との連携
における、具体的な手法アイデアについて

②注目を集める広報手法について、展開案
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